
棺
墓
、
平
安
時
代
末
か
ら
鎌
倉
時
代
前
半
の
掘
立
柱
建
物

・
木
棺
墓

・
井
戸
、

室
町
時
代
の
溝
等
が
多
量
の
上
器

・
石
器

・
木
器
な
ど
の
遺
物
を
伴
い
検
出
さ

れ
た
。

木
簡
は
井
戸
よ
り
出
上
し
た
。
井
戸
は
直
径

一
・
五
ｍ
、
深
さ

一
ｍ
を
測
り
、

井
筒
と
し
て
直
径
五
〇

ｃｍ
、
高
さ
三
五
側
の
二
段
積
の
曲
物
が
底
に
据
え
ら
れ

て
い
た
。
掘
形
の
形
態
か
ら
、
井
戸
枠

・
井
桁
等
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も

考
え
ら
れ
る
。
木
簡
は
曲
物
内
埋
土
か
ら

一
点
、
井
戸
を
廃
棄
し
た
と
考
え
ら

れ
る
上
部
の
埋
土
か
ら
二
点
出
上
し
た
。
木
簡
の
他
に

「十
」
の
墨
書
の
あ
る

瓦
器
碗
や
竃
片
が
出
上
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
か
ら

一
三
世
紀
初
頭
頃
に
は
廃
絶

し
た
井
戸
と
考
え
ら
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

①

　

「
＜
蘇
民
将
来
子
孫
宅
也
」
　

　

　

　

　

　

　

μ『叉
∞受
∞
Φ駕

出
上
し
た
木
簡
は
三
点
と
も
同
文
で
あ
り
、
蘇
民
将
来
の
名
を
記
し
た
呪
符

木
筒
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
同

一
人
の
筆
に
な
る
も
の
七
思
わ
れ
る
。
隣
接
地
で

π
旧
阻
旧
旧
旧
侶
旧
旧
旧
旧
旧
恒
旧
旧
餌

Ｃｍ

行
わ
れ
た
小
曽
根
遺
跡
第
七
次
調
査
で
も
、
「蘇
民
将
来
□
□
□
□
」
の
木
筒

が
出
上
し
て
お
り
、
こ
の
集
落
に
お
い
て

「蘇
民
将
来
」
に
関
す
る
信
仰
が
根

強
い
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

木
簡
学
会

『
木
簡
研
究
』
四
号

（
一
九
八
二
年
）

（森

幸
一こ

兵
庫
県
教
育
委
員
会
編

『
山
垣
遺
跡
―
兵
庫
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
七
五
冊
―
』

一
九
八
三
年
に
調
査
さ
れ
、
出
土
し
た
木
筒
の
内
容
か
ら
、
丹
波
国
氷

上
郡
春
部
里
に
関
わ
る
遺
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
る
山
垣
遺
跡
の
正
報
告

書
。
二

一
点
の
木
筒
全
点
に
つ
い
て
、
写
真
、
実
測
図
、
釈
文
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

Ａ
４
判
、
図
版
五
九
枚
、
本
文
八
八
頁
、
頒
価

一
五
〇
〇
円

・
送
料

三

一
〇
円
、
兵
庫
県
教
育
委
員
会
　
一
九
九
〇
年
三
月
刊
行

申
込
先

・
兵
庫
県
氷
上
郡
春
日
町
黒
井
四
九
六
の
二

春
日
町
歴
史
民
俗
資
料
館

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
七
九
五

（七
四
）
〇
三
二
五


